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　大塚氏は、外国人技能
実習生を受け入れる企業
にはコスト面の確認だけ
でなく、実習実施環境・
日常生活環境についても
事前準備が求められると
説いた。また、外国人技
能実習生から外国人技能
実習機構へ寄せられる母
国語相談で最も多いの
は、「賃金・時間外労働等
の労働条件に関すること」
と述べた。さらに、関連する労働基準法や技能実
習制度運用要領の改正内容につき注意を促した。
　続いて、特定技能について、今年３月に追加が
閣議決定された４分野（右記のとおり）を紹介。ま
た、工業製品製造業に追加された７つの業務区分
や、縫製で受け入れる場合に求められる追加の４
要件などを解説した。
　最後に、育成就労制度について、技能実習制度
に関する経過措置や、育成就労法の施行に向けた
予定を説明した。

育成就労制度施行に伴う技能実習の経過措置

・�既に受け入れている実習生は、認定された実習
計画のとおり実習が可能。

・�施行日の前に実習計画の申請を行った場合、施
行日から３カ月以内に開始すれば、そのまま実
習が可能。

・�施行日以降、技能実習１号から２号への移行は
可能。２号から３号への移行の取り扱いは今後
定められる主務省令による。

講師の大塚氏

外国人技能実習制度適正化講習会

　９月12日、高崎市・ホテルメトロポリタン高崎において、外国人技能実習制度適正化講習会を開催
しました。講師は、（公財）国際人材協力機構東京駐在事務室駐在員・大塚公久氏。外国人技能実習制
度の実務上の留意点の他、特定技能や育成就労制度の動向を解説しました。

特定技能の新規４分野
●自動車運送業
　業務：①バス運転者、②タクシー運転者、
　　　　③トラック運転者

●鉄道
　業務：�①運輸係員 (運転士・車掌・駅係員 )、　　

②軌道整備、③電気設備整備、
　　　　④車両製造、⑤車両整備

●林業
　業務：①育林、素材生産、林業種苗育成等

●木材産業
　業務：①�製材業、合板製造業などに係る木材

の加工工程及びその附帯作業等

　閣議決定の詳細は右記より
出入国在留管理庁のページを
ご覧ください。
　なお、自動車運送業以外の
対象分野は改正省令・告示が
９月30日に施行されました。

育成就労法施行に向けた予定
●令和７年初めまでに、
　　　　　　基本方針や主務省令等の作成

●令和８年初めまでに、分野別運用方針の作成

●令和８年～改正法施行までに、
　　　　監理支援機関許可の事前申請開始

●令和９年６月20日までに、改正法施行

出入国在留管理庁
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　吉田勝彦会長は、主催
者を代表して挨拶。中小
企業が予想を上回る４％
の賃上げを行い、賃上げ
疲労も囁かれることに触
れ、「適正価格で仕事が行
え、中小企業が夢を持て
る社会を望む」と述べた。

　11月に行われるアメリ
カ大統領選の行方は、有
権者の中に含まれる、約
４千万人のZ世代の動向が
ポイントとなると話した。
　アメリカが武器供与を続
けるイスラエルによるガザ
への攻撃が続いている状況
に対して、Z世代は、人権意識の高さと、大手メ
ディア以外のフィルターがかからないSNSなど
の情報収集力が高いという特長から、これまでア
メリカ国民が抱くイスラエル観と異なっていると
述べた。こうした意識変化は、コロンビア大学を
発端とした、学生によるイスラエルの攻撃に対す
る抗議運動に繋がっていると説明した。

　企業変革は、先代である
父が、脱下請を目指し自主
ブランドによる製品企画・
生産を開始したことに始ま
り、ユーザーの声に真摯に
向き合ったことが成功のカ
ギであったと話した。
　自身は５代目社長として
本社を、ものづくりの楽しさを感じてもらえる場
所にしたいという思いを実現し、年13万人が来
場する人気施設となったと紹介した。また、その
後のカフェやブライダル事業等新たな展開が注目
を集めたこともあり、リクルート活動はせず若年
層を採用できていると共に、離職率が僅か２％と
なるなど、職場環境が大きく変化したと話した。

群馬県知事山本一太氏は、
「エネルギーや原材料価格
高騰、人手不足が深刻化し
厳しい状況と認識している。
中小企業の成長力の強化・
高付加価値化を後押し、経
済成長に根差した賃金上昇
を実現したい」と述べた。本会吉田会長

山本群馬県知事

「アメリカ大統領選挙の行方と日本の対応」
同志社大学大学院　
　グローバル・スタディーズ研究科

准教授　三牧　聖子　氏

「老舗メーカー５代目社長の挑戦
～事業承継と変革へのチャレンジ～」

株式会社能作
代表取締役社長　能作　千春　氏

2024トップセミナー
変化に打ち勝つ覚悟～リーダーシップが未来を創る～

　９月19日、前橋市・前橋商工会議所会館にて、恒例のトップセミナーを開催。山本一太群馬県知事
をはじめ、多くの来賓が臨席する中、中小企業の経営者ら約100人が参加した。
　今回は、第１部と第２部の講演の間に、交流タイムを設け、参加者同士の交流・懇親を図った。


